














































































38

２．インフラ施設 

（１）道路、橋りょう

定期的な点検により劣化状況等の把握を行い評価し、施設の重要度に応じた

個別の維持管理方針を定め、中長期の更新・修繕計画を策定します。また点検

で収集したデータについては蓄積し管理します。

道路は、地元住民の安全で快適な生活環境に結びついたものであり、地域の

活性化や発展を図る上で必要不可欠であり、長期的視点に立ち、補修保全を計

画的・効率的に実施するとともに、町道網の整備を推進します。

橋りょうは、「日高町橋梁長寿命化修繕計画」に基づき、これまでの事後保

全的な対応から計画的かつ予防的な対応に転換を図り、長寿命化によるコスト

削減を図ります。

（２）上水道

供用開始から相当年数が経過し、各施設の老朽化が進み、順次更新時期が到

来します。水道水の安全供給のため、定期的な点検による状況把握をもとに、

優先度を考慮しながら、予防保全を前提とした適正な保守管理を行い、長寿命

化を図ります。特に、老朽化した管路については、耐震管等の布設替えを計画

的に推進します。

（３）下水道

2000（平成 12）年に供用開始し、老朽化には至っていないものの、将来

的には更新費用が増加することが想定されます。公共用水域の保全と生活環境

改善のため、各施設については、予防保全型の更新・修繕計画を策定し、効率

的に実行します。
















